
2004年出土の木簡
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１
　
所
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県
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脇
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沢

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
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八
月
１

一
二
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、
二
〇
〇
四
年
六
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一
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３
　
発
掘
機
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男
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員
会

４
　
調
査
担
当
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泉
　
明

・
竹
内
弘
和

。
工
藤
直
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

脇
本
城
跡
は
男
鹿
半
島
の
南
側
付
け
根
部
分
、
標
高
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
丘
陵
地

に
所
在
す
る
中
世
城
館
で
あ
り
、

二
〇
〇
四
年
九
月
に
国
指
定
史

跡
に
な
っ
た
。

調
査
地
は
、
城
跡
の
南
西
端

部

（目
指
定
範
囲
外
）、
標
高
二

〇
ｍ
前
後
の
台
地
上
に
位
置
す

Ｄ

る
。
旧
地
形
及
び
検
出
遺
構
の

船

性
格
か
ら
、
調
査
地
は
西
地
区

と
東
地
区
に
分
け
ら
れ
る
。
西

地
区
は
平
坦
地
で
、
九
棟
の
掘
立
柱
建
物
や
新
旧
関
係
の
認
め
ら
れ
る
柱
穴
が

多
数
検
出
さ
れ
て
お
り
、
居
住
空
間
的
な
性
格
を
も
つ
。
こ
れ
に
対
し
東
地
区

は
沢
も
し
く
は
人
工
的
な
流
路
で
、
杭
列
な
ど
の
護
岸
施
設
が
検
出
さ
れ
て
お

り
、
自
然
と
人
工
の
境
界
域
及
び
廃
棄
空
間
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
。

木
簡
は
全
て
東
地
区
か
ら
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
包
含
層
か
ら
の
出
土
で
、

遺
構
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
年
代
は
共
伴
す
る
国
産
陶
磁
器

（瀬
戸
美
濃
。

越
前
・
唐
津

。
伊
万
里
な
ど
）
の
編
年
に
よ
り
、　
三
ハ
世
紀
前
半
か
ら

一
七
世
紀

前
半
ま
で
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
他
の
出
土
遺
物
で
は
、
『餓
鬼
草
紙
』
に

み
ら
れ
る
形
状
の
柱
状
卒
塔
婆
四
基

（最
大
の
も
の
は
長
さ
一
一△
二
・
七
帥
幅
一

一
下
六
伽
厚
さ
三
二
上

伽
）
が
、
護
岸
施
設
の
材
と
し
て
転
用
さ
れ
た
状
態
で

出
土
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
柱
状
卒
塔
婆
に
つ
い
て
は
な
お
調
査

中
で
あ
り
、
改
め
て
報
告
の
機
会
を
得
た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
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⑪
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一⑪
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□
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一①
(21)

・
□□
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□□

。
□
□

（右
側
面
）

。
□
□

（表
面
）

。
□
□

（左
側
面
）

合

じ

×

６

じ

×
枷
　
ｏ
驚

囀
ｏ
ｏ
×

卜
Φ
×

］
卜
　

ｏ
岸
】

①
は
柿
経
で
、
『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
四
見
宝
塔
品
第
十

一
の
一
節
が
記
さ

れ
て
い
る
。
下
部
は
折
損
し
て
い
る
が
、
「持
」
の
下
に
文
字
は
続
か
ず
、
折

損
し
た
上
部
に

「雖
有
是
益
亦
未
為
難
」
の
人
文
字
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

②
①
は
笹
塔
婆
で
あ
る
。
②
は
頭
部
が
鋭
角
の
山
形
で
、
二
段
の
切
り
込
み

が
入
る
。
切
り
込
み
に
あ
わ
せ
て
墨
横
線
を
二
本
引
く
。
下
端
は
鋭
く
尖
る
。

０
は
頭
部
が
鈍
角
の
山
形
で
、
二
段
の
切
り
込
み
が
入
る
。
上
端
か
ら

一
段
目

の
切
り
込
み
に
か
け
て
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
、
二
段
日
の
切
り
込
み
部
分
に
墨
横

線
を

一
本
引
く
。　
一
文
字
目
は
梵
字
と
思
わ
れ
る
。

い
―
口
は
板
塔
婆
で
あ
る
。
い
は
頭
部
が
鈍
角
の
山
形
で
、
切
り
込
み
は
な

く
、
墨
横
線
を
二
本
引
く
。
下
端
は
鋭
く
尖
る
。
⑬
ｌ
印
は
頭
部
が
鈍
角
の
山

形
で
、
二
段
の
切
り
込
み
が
入
る
。
切
り
込
み
に
あ
わ
せ
て
墨
横
線
を
二
本
引

く
。
下
端
が
残
存
す
る
も
の
は
全
て
鋭
く
尖
る
。
ω
ｌ
①
も
形
状
は
同
じ
だ
が
、

上
端
か
ら
一
段
目
の
切
り
込
み
に
か
け
て
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
、
二
段
目
の
切
り
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込
み
に
墨
横
線
を

一
本
を
引
く
。
⑭
は
残
存
部
か
ら
頭
部
が
鋭
角
の
山
形
と
思

わ
れ
る
。
切
り
込
み
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
。
上
端
部
は
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
、
そ
の
下
に
墨
横
線
が

一
本
引
か
れ
る
。
下
端
は
鋭
く
尖
る
と
思
わ
れ
る
。

文
字
は
梵
字
で
あ
ろ
う
。
い
は
板
塔
婆
の
下
端
、
い
り
は
板
碁
婆
の
下
端
に
近

い
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑫
の

「鷹
」
は

「虚
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
最

後
の
文
字
は
、
墨
痕
は
明
瞭
で
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。

ω
ｌ
の
は
米
な
ど
の
穀
物
の
荷
札
で
あ
ろ
う
か
。
的
は
上
部
が
平
ら
で
、
下

部
は
折
損
し
て
い
る
。
⑬
い
は
上
部
が
平
ら
で
、
下
部
は
先
細
り
に
な
っ
て
い

る
。
側
は
枡
の
底
板
、
の
１
側
は
折
敷
の
断
片
と
思
わ
れ
、
文
字
は
木
目
と
直

交
す
る
方
向
に
書
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
馬
場
基

氏
ほ
か
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

男
鹿
市
教
育
委
員
会

『国
指
定
史
跡
脇
本
城
跡
』
（男
鹿
市
文
化
財
調
査
報
告

二
九
、
二
〇
〇
五
年
）

（竹
内
弘
和
）

木
簡

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像

の
拡
充

公
開
か
ら
六
年
余
り
に
な
る
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
、
当
学
会
の
協
力
に
よ
る

『木
簡
研
究
』
誌
掲
載
の
全
国
出
上
の
木

簡
の
デ
ー
タ
の
掲
載
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
日
本
木
簡
の
総
合
的
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

（年
四
回
更
新
。
現
在
四
〇
二
六

二
点
の
木
簡
を
収
録
）。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
木
簡
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
を
主
体
と
し
つ
つ
、
木
簡
の
全
体
画
像
と
の
リ
ン
ク
も
は
か
つ
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
画
像
と
の
リ
ン
ク
は
奈
良

（国
工し

文
化
財
研
究
所
が

調
査
し
た
木
簡
の
う
ち
、
長
屋
王
家
木
簡

・
二
条
大
路
木
簡
の
優
品
か
ら

順
に
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
た
び

『平
城
宮
木
簡
』

一
―
六
所
収
の
木
簡

に
つ
い
て
、
画
像
の
公
開
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
入
手
困
難

な
も
の
も
あ
る
こ
れ
ら
の
報
告
書
所
収
の
木
簡
に
つ
い
て
、
手
軽
に
画
像

を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
別
に
木
簡
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「木
簡
字
典
」
を
公
開
し
た

（１４５
貢
参
昭
じ
が
、
デ
ー
タ

の
拡
充
に
は
な
お
時
日
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
従
来
の
木

簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
木
簡
全
体
画
像
と
の
リ
ン
ク
ヘ
の
期
待
は
大

き
い
。
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